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まちづくりと一体となったＬＲＴ導入計画ガイダンスの概要 

 

目次構成 
 

第１章 ＬＲＴ導入の背景と必要性 

１－１．公共交通の機能強化の必要性    

(1)バス・地方鉄道等のサービス水準低下の実態 
(2)交通手段分担の実態 
(3)公共交通の優位点 
１－２．ＬＲＴが活用される領域とＬＲＴの特徴 

(1)トランスポーテーションギャップの存在 
(2)トランスポーテーションギャップを解決するＬＲＴ 
(3)ＬＲＴのコンセプト 
(4)ＬＲＴの特徴 

第２章 ＬＲＴ導入計画のポイント 

(1)計画づくりのフレームワークの工夫 
(2)導入効果を高めるための工夫 
(3)円滑な実現を図るための工夫 

第３章 ＬＲＴ導入の対象となる領域 

(1)ＬＲＴの表定速度 
(2)ＬＲＴの輸送力 
(3)ＬＲＴの整備コスト 
(4)ＬＲＴの都市への導入パターン 

第４章 まちづくりと一体となったＬＲＴ導入計画づくり 

４－１．導入計画づくりのフレームワーク  

４－２．まちづくりの目標設定 

４－３．施策パッケージの設定と評価 

(1)施策パッケージの設定 
(2)施策パッケージの評価 
４－４．都市交通施策・まちづくり施策・ソフト施策との統合 

(1)都市交通施策との統合 ／ (2)まちづくり施策との統合 ／ (3)ソフト施策との統合 
４－５．ＬＲＴ導入計画の検討      

(1)路線計画 ／ (2)導入空間 ／ (3)停留場 ／ (4)車両基地・変電設備  
(5)都市環境に配慮したデザイン ／ (6)運行計画 ／ (7)需要予測 ／ (8)事業採算と運営計画 
４－６．整備効果の検討 

(1)市民との協働の重要性 ／ (2)市民との協働に向けた取り組み方 
(3)多様なツールの積極的な活用 
４－７．市民との協働 

(1)市民との協働の重要性 ／ (2)市民との協働に向けた取り組み方 
(3)多様なツールの積極的な活用 

第５章 法手続きと関係機関協議 

(1)ＬＲＴ（路面電車）の適用法 
(2)法手続きのフレームワーク 
(3)関係機関との協議 
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ガイダンスの特徴    

 

１．海外事例や国内検討のレビューから、ＬＲＴ導入の実現化にむけた計画のポイントを整理 

 
 

計画づくりの 

フレームワークの工夫

 

・ まちづくりの目標の明確化 

・ ＬＲＴ導入と連携して実施すべきまちづくりの一体的な計画づくり 

・ 計画の初期段階からの市民との協働の推進 

・ 具体化に向けて地域が支援する方法の検討 

 

導入効果を高める 

ための工夫

 

・ 都市交通施策との統合 

・ まちづくりとの統合 

・ ソフト施策との統合 

 

円滑な実現を図る 

ための工夫

 

・ 従来の考え方にとらわれない柔軟な路線計画 

・ 限られた道路空間の賢い活用 

・ 透明性の高い需要予測と官民連携を見据えた経営採算見込みの検討 

・ 整備効果と影響の明示 

・ 事業経営に関する工夫 

 
２．ＬＲＴ導入計画の検討に際しては、まちづくりと一体となった計画として提示 

① まちづくりの目標設定 

② 具体化に向けた施策パッケージの設定と評価 

③ 関連する都市交通施策・まちづくり施策・ソフト施策との統合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ＬＲＴ導入を中心とした施策パッケージ 

まちづくりの目標設定 
都市交通の上位計画、 
地方公共団体の基本計画 

都市交通における課題の整理 

ＬＲＴ導入計画 
 

■路線計画 
■導入空間計画 
■停留場 
■車両基地 
■都市環境に配慮 

したデザイン 
■運行計画 
■需要予測 
■事業採算と 

運営計画 
■整備効果 

都市交通施策・まちづくり施策・ソフト施策との統合 
 
■都市交通施策   ・バス網の再編 

・バス、鉄道等他の公共交通との乗
り継ぎ施設 

・環状道路整備、駐車場施策等によ
る自動車流入抑制 

・都心地区の歩行環境整備 
 
 
■まちづくり施策  ・土地利用規制 

・区画整理、再開発等の市街地整備
・住宅施策 
・公共公益施設等の配置 
・ＬＲＴ沿線空間の整備 

 
 
■ソフト施策    ・他公共交通機関との乗り継ぎ割引

・沿線イベントとの連携 
・商業との連携策 

施策パッケージの設定と評価 
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 ３．ＬＲＴ導入計画と都市交通施策、まちづくり施策、ソフト施策との結合を図った施策パッケ

ージを提示し、各施策について解説 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．施設計画や事業計画等のＬＲＴ導入計画に関する実務的ノウハウを整理 

 

 

 
       

 
          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1)路線計画 

 
①路線計画の考え方 

②地域に適した柔軟な路線選定 
(2)導入空間  

 
①ＬＲＴの基本諸元 

②軌道敷設位置のバリエーション 

③標準的な横断面構成 

④導入空間確保のための創意工夫 

⑤部分立体化 
(3)停留場 

 

①停留場間隔 

②停留場配置 

③停留場構造 
(4)車両基地・変電設

備 

 

①車両基地の役割と構成要素 

②車両基地の空間確保の工夫 

③変電設備 
(5)都市環境に配慮

したデザイン 

 

①車両デザイン 

②センターポール 

③停留場デザイン 

④芝生軌道 

⑤樹脂固定軌道 

⑥「まち側」との連携 
(6)運行計画  

 

①計画すべき項目 

②運行計画検討上の留意点 
(7)需要予測 

 

①需要予測への取り組み方 

②予測モデル 
(8)事業採算と運営

計画  

 

①ＬＲＴの事業採算の検討手順 

②現行のＬＲＴに関する助成制度 
③柔軟な運営計画の検討 

例） 路線計画の考え方（部分） 

ＴＯＤ型
拠点開発

外環
状道路

都心環状道路

ＴＯＤ型
住宅

Ｐ

Ｐ

バス

自
動
車

自
動
車

自
動
車

バ
ス

ゾーン規制等

自
動
車

ＬＲＴ

バ
ス

Ｐ

自
動
車

Ｐ

Ｔ

自
動
車

Ｐ
Ｔ

パーク＆ライド駐車場

複合乗り継ぎ拠点

鉄
道

自
転
車

病院、大学等病院、大学等

既
設
鉄
道
へ

の
乗
り
入
れ

乗り継ぎ割引等
沿線イベント等

ＴＴ Ｔ
バス

自
動
車

公園等
Ｐ

Ｐ フリンジパーキング

自
動
車

歩行環境整備

中心市街地活性化

自動車

ＬＲＴ導入を中心とした施策パッケージ

まちづくりの
目標達成へ

ＬＲＴ導入計画

＋

都市交通施策

まちづくり施策

ソフト施策

公共交通との連携　（バス網の再編、他の公共
交通との乗り継ぎ施設の整備）

自動車交通との連携
（パーク＆ライド、環状道路整備、駐車場施策）

自転車・歩行者交通との連携
　（サイクル＆ライド、歩行環境整備）

土地利用・沿線開発計画（土地利用の誘導、
ＴＯＤ、住宅施策、公共公益施設等の配置）

中心市街地の活性化（商店街の活性化）

乗り継ぎ割引等の料金施策

イベント等の商業施策

公共交通志向型の沿道都市整備事例 

【リヨン（仏）】 

トラム新線と地下鉄延伸線が結節するソイエ駅周

辺を大規模に再開発（大規模商業・スポーツ・レ

ジャー系開発） 

ソイエ駅の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ＬＲＴ導入計画の検討”の目次 

開発イメージ

パース 

現況 
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□中心市街地 

（
導
入
前
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
導
入
後
） 

  

□郊外部 

（
導
入
前
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
導
入
後
） 

   

 

Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｄ線 Homme de Fer 駅 Ａ･Ｄ線 Langstross-Grand’Rue 駅 

Ａ線 Hautepierre Maillon 駅 Ａ線 Baggersee 駅 Colmar 通り（Ａ線） 

公的助成に関する国内の先進的な事例 

～富山ライトレール（株）への支援～ 

○公的支援の基本方針 

・富山港線の路面電車化にあたって、将来とも安定的な経営を継続して

いくためには、公的支援が必要である。 

・基本的な事業構造と「公設民営方式」とし、建設に係る費用はすべて

公共側で負担し、運営を第三セクターである富山ライトレール㈱が行

う。ただ、需要予測からの収支計画から判断すると、運賃収入のみで

運営コストをすべて養うことが見通せないことから、以下の方法によ

って、開業後も施設の維持、管理及び改良について支援を行う。 

（公的支援の方法） 

・事業にあたっての具体的役割分担 

 市 ：施設の整備を行い、その維持、管理、更新及び改良に

ついて責任を持つ。 

新会社：鉄軌道施設を運営し、市民に公共交通サービスを提供

することに責任を持つ。 

・新会社の経営については、その経営責任を明確にする意味から、

自助努力で路面電車の運営を行っていくこととし、赤字補填的

な新支援は行わない。 

○富山市富山港線路面電車事業助成基金条例（Ｈ16.5.1 施行） 

・ 富山港線路面電車事業への公的助成については、既に基金条例を定

め、施行している。 

・ 基金で富山ライトレール㈱に毎年の修繕・維持費及び施設・車両等の

更新に要する費用の一部を支援する。 

○富山市富山港線路面電車整備事業等補助金交付要綱 

【整備事業補助金】 

・ 富山港線路面電車整備事業に係る費用のうち、設計、本工事、資産購

入、付帯工事、補償、調査、事務に要する経費 

【運行事業補助金】 

・ 富山港線路面電車運行事業に係る費用のうち、施設の更新及び改良に

要する経費及び鉄道事業会計規則（昭和 62 年運輸省令第 7号）別表

第１費用の表に規定する修繕費（経常経費の運送費に係るものに限

る。） 

ＬＲＴ導入前後の道路空間構成の比較 

ＬＲＴ導入に伴う整備効果事例 

５．数多くの国内外の最新事例を写真やデータで紹介 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


